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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第52期
第１四半期
連結累計期間

第53期
第１四半期
連結累計期間

第52期

会計期間
自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日
至  平成25年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成25年９月30日

売上高 (千円) 3,103,077 3,395,529 14,185,535

経常利益 (千円) 88,347 214,601 1,040,411

四半期(当期)純利益 (千円) 31,566 156,153 522,805

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 51,530 176,175 676,713

純資産額 (千円) 8,444,080 9,129,119 9,069,263

総資産額 (千円) 11,137,371 12,091,885 12,157,033

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 14.07 69.51 233.05

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 67.06 229.76

自己資本比率 (％) 75.8 75.5 74.6
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第52期第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式

として新株予約権がありますが、希薄化効果を有していないため記載しておりません。

　

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに係

る重要な変更及び新たに発生した事業等のリスクはありません。

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(１)　業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、緩やかな景気回復の動きにあります。先行きにつ

いても、輸出が持ち直しに向かい、各種政策の効果が発現するなかで、家計所得や投資の増加傾向が続

き、この動きは確かになるものと考えられます。ただし、海外景気の下振れが、引き続き我が国の景気

を下押しするリスクとなっております。また、消費税率引き上げに伴う駆け込み需要及びその反動も見

込まれております。

このような経済環境のもと、当第１四半期連結累計期間の売上高は、3,395百万円(前年同期比292百

万円増、同9.4％増)、営業利益は170百万円(前年同期比103百万円増、同155.3％増)、経常利益は214百

万円(前年同期比126百万円増、同142.9％増)、四半期純利益は156百万円(前年同期比124百万円増、同

394.7％増)となりました。

これをセグメント別に見ますと、次のとおりであります。

　

(マーケティング事業)

インターナル・マーケティングは、自動車関連分野における技術教育案件の増加、同分野における

業務支援システム案件の増加などにより、売上高は454百万円(前年同期比101百万円増、同28.7％増)

となりました。

エクスターナル・マーケティングは、自動車関連分野における試乗会イベント案件の増加があった

ものの、同分野ではブランドイメージ向上支援案件の減少もありました。また、医療関連分野におけ

る販促案件の減少、住宅関連分野における販促物制作案件の減少などもあり、売上高は282百万円(前

年同期比74百万円減、同20.8％減)となりました。

カスタマーサポート・マーケティングは、自動車関連分野において、使用説明書や解説書を中心に

案件の増加があり、売上高は1,849百万円(前年同期比171百万円増、同10.2％増)となりました。

トータルプリンティングは、自動車関連分野における使用説明書の印刷案件の増加があり、売上高

は396百万円(前年同期比40百万円増、同11.5％増)となりました。

その他については、コンビニエンスストア売上、丸星株式会社の業務委託等があり、売上高は113

百万円(前年同期比７百万円減、同6.5％減)となりました。
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これらの結果、マーケティング事業の売上高は3,096百万円(前年同期比231百万円増、同8.1％

増)、営業利益は234百万円(前年同期比89百万円増、同62.1％増)となりました。

　

(システム開発事業)

ソフトウエア受託開発を主力とするシステム開発事業は、主要なお取引先からの受注案件の増加が

あり、売上高は299百万円(前年同期比61百万円増、同25.7％増)となりました。営業損失は19百万円

(前年同期は営業損失32百万円)となりました。

　

(２)財政状態の分析

①資産の部

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末より65百万円減少し、12,091百万円

(前連結会計年度末比0.5％減)となりました。これは主として、現金及び預金の増加が257百万円あっ

たものの、受取手形及び売掛金の減少394百万円によるものであります。

②負債の部

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末より125百万円減少し、2,962百万円

(前連結会計年度末比4.0％減)となりました。これは主として、流動負債のその他の増加375百万円が

あったものの、賞与引当金の減少227百万円、未払法人税等の減少169百万円、役員賞与引当金の減少

61百万円によるものであります。

③純資産の部

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末より59百万円増加し、9,129百万

円(前連結会計年度末比0.7％増)となりました。これは主として、資本金の増加20百万円、資本剰余

金の増加20百万円によるものであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(１) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 7,970,000

計 7,970,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末現在

発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月７日)

上場金融商品取引所名
または登録認可

金融商品取引業協会名
内容

普通株式 2,267,600 2,267,600
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は100株で
あります。

計 2,267,600 2,267,600 ― ―
 

(注)　提出日現在の発行数には、平成26年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。

　

(２) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(３) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(４) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(５) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平 成 25 年 10 月 １
日～　　
平成25年12月31日
(注)

24,000 2,267,600 20,400 550,170 20,400 463,830

 

(注)  新株予約権の行使による増加であります。

　

(６) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、該当事項はありません。
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(７) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 200
 

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,242,400
 

　

22,424 ―

単元未満株式 普通株式 1,000
 

　

― ―

発行済株式総数 2,243,600 ― ―

総株主の議決権 ― 22,424 ―
 

　

　

② 【自己株式等】

平成25年９月30日現在

所有者の氏名
または名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社シイエム・シイ

名古屋市中区平和
一丁目１番19号

200 ― 200 0.01

計 ― 200 ― 200 0.01
 

　

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けており

ます。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,589,704 3,847,676

受取手形及び売掛金 2,430,094
※3 2,035,425

たな卸資産 846,962 1,030,803

その他 364,722 350,449

貸倒引当金 △2,578 △1,912

流動資産合計 7,228,906 7,262,443

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 485,059 475,275

機械装置及び運搬具（純額） 335,293 321,691

土地 1,790,655 1,790,655

その他（純額） 87,431 94,369

有形固定資産合計 2,698,441 2,681,992

無形固定資産

のれん 778,732 732,924

その他 342,248 322,332

無形固定資産合計 1,120,981 1,055,257

投資その他の資産

その他 1,119,238 1,093,026

貸倒引当金 △10,533 △833

投資その他の資産合計 1,108,704 1,092,193

固定資産合計 4,928,127 4,829,442

資産合計 12,157,033 12,091,885

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 853,857
※3 867,324

未払法人税等 204,806 35,202

賞与引当金 463,502 236,501

役員賞与引当金 84,120 22,123

その他 376,319 752,215

流動負債合計 1,982,605 1,913,366

固定負債

退職給付引当金 814,715 767,722

役員退職慰労引当金 289,741 244,916

その他 706 36,759

固定負債合計 1,105,163 1,049,399

負債合計 3,087,769 2,962,766
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 529,770 550,170

資本剰余金 443,430 463,830

利益剰余金 7,949,420 7,948,541

自己株式 △488 △574

株主資本合計 8,922,132 8,961,967

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 73,210 82,656

為替換算調整勘定 68,648 80,111

その他の包括利益累計額合計 141,859 162,767

少数株主持分 5,271 4,384

純資産合計 9,069,263 9,129,119

負債純資産合計 12,157,033 12,091,885
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 3,103,077 3,395,529

売上原価 2,213,710 2,369,348

売上総利益 889,366 1,026,181

販売費及び一般管理費 822,487 855,438

営業利益 66,878 170,742

営業外収益

受取利息 133 203

受取配当金 655 1,167

受取保険金 3,529 10,663

作業くず売却益 3,733 4,011

補助金収入 5,396 －

為替差益 6,529 26,694

その他 1,695 1,768

営業外収益合計 21,672 44,509

営業外費用

支払利息 163 32

固定資産除却損 18 518

その他 21 100

営業外費用合計 203 651

経常利益 88,347 214,601

特別利益

固定資産売却益 3,363 1,622

特別利益合計 3,363 1,622

特別損失

固定資産売却損 146 342

特別損失合計 146 342

税金等調整前四半期純利益 91,564 215,880

法人税、住民税及び事業税 7,100 16,930

法人税等調整額 52,386 43,689

法人税等合計 59,487 60,619

少数株主損益調整前四半期純利益 32,077 155,261

少数株主利益又は少数株主損失（△） 510 △892

四半期純利益 31,566 156,153
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 32,077 155,261

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 16,054 9,446

為替換算調整勘定 3,397 11,468

その他の包括利益合計 19,452 20,914

四半期包括利益 51,530 176,175

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 51,142 177,062

少数株主に係る四半期包括利益 387 △887
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　 受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形裏書譲渡高 34,158千円 57,648千円
 

　

　２　 偶発債務

連結会社以外の会社の金融機関からの借入債務に対し、保証を行っております。

　
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

CMC ASIA PACIFIC CO.,LTD. ―千円 11,200千円
 

　

※３　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、当第１四半期連結会計期間の末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

(平成25年９月30日)
当第１四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 ―千円 1,351千円

支払手形 ― 〃 72,898 〃
 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び

のれんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年10月１日
　至 平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年10月１日
　至 平成25年12月31日)

減価償却費 70,562千円 68,812千円

のれんの償却額 45,807 〃 45,807 〃
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(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日)

１　配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月21日
定時株主総会

普通株式 157,032 70 平成24年９月30日 平成24年12月25日 利益剰余金
 

　

(２) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

２　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

　

当第１四半期連結累計期間(自  平成25年10月１日  至  平成25年12月31日)

１　配当に関する事項

(１) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月19日
定時株主総会

普通株式 157,032 70 平成25年９月30日 平成25年12月20日 利益剰余金
 

　

(２) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

２　株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年10月１日  至  平成24年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２マーケティング

事業
システム開発
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,864,888 238,189 3,103,077 ─ 3,103,077

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

249 12,312 12,562 △12,562 ─

計 2,865,137 250,501 3,115,639 △12,562 3,103,077

セグメント利益または損失
(△)

144,574 △32,737 111,836 △44,957 66,878
 

(注)１　セグメント利益または損失の調整額△44,957千円には、セグメント間取引消去850千円、のれんの償却額

△45,807千円が含まれております。

２　セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年10月１日  至  平成25年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額(注)１
四半期連結損益
計算書計上額
(注)２マーケティング

事業
システム開発
事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,096,037 299,492 3,395,529 ─ 3,395,529

  セグメント間の内部売上高
  または振替高

1,612 12,803 14,415 △14,415 ─

計 3,097,649 312,295 3,409,944 △14,415 3,395,529

セグメント利益または損失
(△)

234,360 △19,310 215,050 △44,307 170,742
 

(注)１　セグメント利益または損失の調整額△44,307千円には、セグメント間取引消去1,500千円、のれんの償却額

△45,807千円が含まれております。

２　セグメント利益または損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年10月１日
至  平成25年12月31日)

(１) １株当たり四半期純利益金額 14円07銭 69円51銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(千円) 31,566 156,153

    普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 31,566 156,153

    普通株式の期中平均株式数(千株) 2,243 2,246

(２) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 67円06銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(千株) ― 82

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注)　前第１四半期連結累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式として

新株予約権がありますが、希薄化効果を有していないため記載しておりません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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平成２６年２月７日

独立監査人の四半期レビュー報告書
　 　
 

　
 

　
　
株 式 会 社 シ イ エ ム ・ シ イ
 

　 取　締　役　会　御　中 　
 

　
　

有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

指定有限責任社員

業務執行社員

 　
公認会計士
 

大　　中　　康　　宏
 

印
 

指定有限責任社員

業務執行社員

 　
公認会計士
 

内　　山　　隆　　夫
 

印
 

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている
株式会社シイエム・シイの平成２５年１０月１日から平成２６年９月３０日までの連結会計年度の第１四半
期連結会計期間（平成２５年１０月１日から平成２５年１２月３１日まで）及び第１四半期連結累計期間
（平成２５年１０月１日から平成２５年１２月３１日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期
連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務
諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実
施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公
正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シイエム・シイ及び連結子会社の
平成２５年１２月３１日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適
正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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